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はじめに

農業用水として利用されてきたため池では、農

業従事者の高齢化や社会システムの変化に伴い、

富栄養化による水質の悪化が進行し、ラン藻類の

異常増殖、すなわちアオコなどの社会問題が発生

しています。

アオコとはラン藻類が異常増殖して、水面に緑

色のクリーム状の膜となったものです。アオコは、

異臭発生や浄水管理における「ろ過」障害にとどま

らず、アオコを形成する主要なラン藻であるミク

ロキスティスやアナベナが有毒物質ミクロキスチ

ンを産出することによっても深刻な影響を及ぼし

ます。イギリスではミクロキスチンを含んだ水を

農業用水としてジャガイモ畑に散布したため、葉

が全部枯れてしまう事件が発生しました。これま

でのところ、日本ではミクロキスチンによる農業

被害は顕在化していませんが、異臭の発生や水質

管理に加えて、今後この毒素が生態系や人間に及

ぼす影響が問題となる可能があります。

植物でアオコを抑えられるか

湖沼管理および湖沼水質の保全は、これまでは治

水と利水を目的に行われてきましたが、今後は生態

系機能や生物多様性等の自然環境に配慮する必要が

あると考えられます。このような管

理において、植物の有する浄化能力

を活用した手法が注目されています。

たとえば、アオコを抑制する作用の

ある水生植物を導入する方法は、ア

オコを抑制するだけでなく、発生原

因となる窒素やリンなどの栄養素も

吸収してくれる利点があり有望な方

法ですが、2005年からの「特定外来

生物被害防止法」の施行に伴い、外

来水生植物の導入には慎重な検討が

必要です。

一方、現場のため池では、周辺に樹木が多いほど

アオコの発生が少ない現象が観察されており、樹木

の落葉によるアオコの発生抑制が示唆されています。

在来の樹木の葉を用いた方法は生態系への悪影響が

少ないと考えられます。そこで、植物が持っている

天然の化学物質が他の生物に及ぼす作用であるアレ

ロパシー（allelopathy、他感作用）に着目し、ため

池周辺に生育する植物の葉に含まれる成分によるア

オコを構成するラン藻類の増殖阻害作用を調べる手

法を開発し、この手法を用いて有効な植物を検索し

ました。

リーフディスク法の開発

ラン藻類の増殖を抑制する化学物質（他感物質）

を有する植物を検索するために、抗生物質の検定

法であるペーパーディスク法に準じて、植物葉に

含まれる成分によるアオコ抑制阻害を測定する生

物検定法（リーフディスク法）を開発しました。ペー

パーディスク法で用いる紙ディスクの替わりに、

樹木の葉をパンチで円形に打ち抜いたもの（リー

フディスク）を用いて、植物葉から出る物質がラ

ン藻の生育に及ぼす影響を寒天培地上で評価する

ように改良したものです。検定手法のあらましを

図１に示しました。
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図１　リーフディスク法による操作要領と活性の強い植物の写真
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まず、寒天を固めた平板の上に、国立環境研で

純化されたラン藻Microcystis aeruginosa NIES-88

株（ミクロキスチン生産株）を包埋した0.5% の

寒天を重層します。次に、リーフディスクパンチ

でくり抜き、UV照射によって表面に滅菌処理を施

したリーフディスクを寒天の表面に並べ、シャー

レを密封して7日間培養します。植物にラン藻に

対する抑制作用がある場合、リーフディスク周辺

にラン藻コロニーに対する阻止円が生じますので、

その大きさや形状で増殖抑制効果を判定しました。

リーフディスク法を用いたアオコを抑制する植物の検索

実際に兵庫県のため池周辺で採取した22種の

落葉広葉樹のリーフディスクを用いて、アオコ

抑制作用のある植物の検索を行いました。その

結 果、 ユ キ ヤ ナ ギ(Spiraea thunbergii Sieb. ex 

Bl.)、ヤマウルシ（Rhus trichocarpa Miq.）、アベ

マキ（Quercus variabilis Blume）、アカメガシワ

（Mallotus japonicus (Thunb.) Muell. Arg.）、ナツ

ハゼ(Vaccinium oldhami Miq.)等、で、くっきりと

した大きな阻止円が、再現性よく観察されました

（図２）。図１左下の写真は、ヤマウルシによる阻

止円を示しています。これらの落ち葉にはラン藻

類の増殖を抑制する他感物質が内在している可能

性が高いと考えられます。

今後の方向

今回開発したリーフディスク法では、リーフディ

スクの表面積を一定にしたため、葉の面積あたり

の抑制効果となっています。今後、現場への応用

を考えるとすれば、植物ごとの落葉の量なども考

慮しなければなりませんが、アオコを抑制する植

物を一次選抜する手法としては有効な方法と考え

ています。

概して、ヤマウルシ、アカメガシワ、ナツハゼ

などのウルシ科、トウダイグサ科、ツツジ科の植

物が強いアオコの生育阻害活性を示しました。こ

れらの植物の多くは有毒植物として知られている

植物でもあります。また、ユキヤナギは日本在来

種で有毒植物ではありませんが、強力な植物生長

阻害物質シスケイ皮酸誘導体を含んでいることが、

農業環境技術研究所において発見されています。

このような植物の落ち葉がため池に入って水面に

浮かぶことでアオコを抑制することができる可能

性が考えられます。

しかし、このような植物は、在来植物であっても、

現地のため池で実際に植樹して、その落ち葉を利

用したアオコ抑制に活用するように農家や自治体

に薦めるためには、今後，選抜された植物を用いた、

ため池での実際のアオコ抑制効果の検証が必要で

す。また、効果が高い場合でも、ため池およびそ

の周辺の生態系に及ぼす総合的な評価が必要です。

なお、現在、全国でいちばんため池の多い兵庫県

の研究機関と自治体の協力を得て、選抜された樹

木落ち葉を用いて、実際のため池においてこれら

の植物でアオコを抑制するための試験を行ってい

ます。

このようにして、最も実用的な植物が選抜され

た場合には、その植物に含まれるアレロパシーに

関与する物質（他感物質）を単離・同定し、その

物質の作用機構を明らかにする必要があります。

また、この他感物質が実際に水中に分泌されて現

場でどのように作用し、その後どう分解されるか

についても明らかにする必要がありますが、今後、

選抜された植物を用いて、現場での実用的なアオ

コ抑制につながる技術を完成させたいと考えてい

ます。

図２　 兵庫県のため池周辺から採取した樹木落葉によるアオコ
増殖抑制効果のリーフディスク法による検定
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